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東
北
大
学
男
声
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
会
東
京
支
部

支
部
役
員
改
選
に

つ
い
て

平
成
二
十

一
年
十

一
月
二
十
八
日
の
東
京
支
部
第
四
回

総
会
に
て
、
左
記
の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

記

支
部
長
　
　
生
馬
洋

　

（
４
０
）
新
任

事
務
局
長
　
小
松
正
佳

（
４
６
）
留
任

幹
事
　
　
　
北
林
均

　

（
４
４
）
留
任

長
崎
文
康

（
４
９
）
新
任

嵯
峨
秀
夫

（
５
７
）
新
任

Ｈ
Ｐ
管
理
　
松
本
寿
浩

（
４
１
）
留
任

会
計
監
事
　
石
川
幸
良

（
４
５
）
新
任

二
期
四
年
、
春
日
前
支
部
長

に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
の
組
織

化

に
尽
力

い
た
だ
き
、
二
回
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
演
奏
会

は
大
き
な
成
果
を
生
み
ま
し
た
。

今
回
、
生
馬
さ
ん
に
支
部
長
を
引
受
け
て
い
た
だ
き

男
声
六
十
周
年
行
事
な
ど
多
様
な
ひ
ろ
が
り
を
め
ざ

し

て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
長
崎
さ
ん
、
嵯
峨
さ
ん
の
幹
事
就
任

に
よ
り

若

い
年
次

へ
の
方
針
の
浸
透
、
意
見

の
汲
み
上
げ
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
管
理
は
引
続
き
松
本
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

専
門
家
の
技
で
、
情
報
が
体
系
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
、
仙
台
支
部
の
分
類
も
あ
り
、

コ
ン
サ
ー

ト
情
報
は
、
会
員

の
関
係
す
る
演
奏
会
を
案
内
し
、

い
ろ
い
ろ
な
団
体

で
Ｏ
Ｂ
が
活
躍
し

て
い
る
様
子
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

青
葉
も
ゆ
る

東
北
大
学
男
声
合
唱
団

Ｏ
Ｂ
会
会
報
　
第
２
号

発
行
日

（十

／

ヽ
こ

東
京
支
部
活
動
記
録

（
平
成
２
０
年
、
２
１
年
度
）

一
、
執
行
部
主
催
の
活
動

（
一
）
東
北
大
学
創
立
百
周
年
記
念
歌
集
の
発
刊

清
水
仙
台
支
部
長
が
ま
と
め
た

「
東
北
大
学
学
生
歌
に

つ
い
て
」
を
中
心
に
編
集
。
旧
制
高
校
の
歌
な
ど
も
加

え
、
西
澤
潤

一
氏
に
巻
頭
の
言
葉
を
い
た
だ
き
発
刊
。

（
二
）
３
大
学
ジ
ョ
イ
ン
ト

か

つ
て
の
Ｄ
Ｇ
Ｋ
の
盟
友
、
名
古
屋
大
学
、
横
浜
国
立

大
学
と
の
組
み
合
わ
せ
が
具
体
化
し
ま
し
た
。

（
２
１
年
６
月
２
７
日
、
品
川
き
ゅ
り
あ
ん
）

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
歌
曲
集
に
挑
み
、
プ
ラ
ボ
ー
の
声

が
沸
く
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
、
現
役

へ
の
支
援

（
一
）
定
期
演
奏
会

へ
の
支
援

５
５
回
定
演

‥
Ｏ
Ｂ
現
役
合
同
ス
テ
ー
ジ

「
富
士
山
」

東
京
か
ら
２
０
名
参
加
。
１
０
万
円
支
援

５
６
回
定
演

‥
会
計
か
ら
２
万
円
支
援
。

カ
ン
パ
実
施
。
２
５
名
、
９
万
円

（
二
）
３
大
学
ジ
ョ
イ
ン
ト

ヘ
の
現
役
招
待

３
万
円
で
２
名
招
待

三
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
企
画
演
奏
会
賛
助
出
演

２
１
年
１
０
月
１
１
日
萩
ホ
ー
ル
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
、

戸
田
靖
男
さ
ん

（
３
０
）
の
指
揮
で

「
月
光
と
ピ

エ
ロ
」

を
演
奏
し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
１
４
名
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
様
子
に
つ
い
て
、
戸
田
さ
ん
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ

き

ま

し

た

。

四
、
東
京
支
部
総
会

２
１
年
１
１
月
２
８
日
、
如
水
会
館
に
て
、
東
京
支
部

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

昭
和
２
６
年
卒
か
ら
平
成
４
年
卒
の
Ｏ
Ｂ
ま
で
、
６
０
名

の
Ｏ
Ｂ
が
出
席
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
各
種
活
動
記
録

一
、

コ
ー
ル
青
葉

の
活
動

（
一
）
東
京
演
奏
会
２
０
０
８

３
月
９
日
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

男
声
合
唱
組
曲

「
月
下
の

一
群
」

（
指
揮
　
岩
渕
秀
俊
）

男
声
合
唱
組
曲

「
青
い
照
明
」

（
指
揮
　
平
栗
構
質

）

混
声
合
唱
組
曲

「
蔵
王
」

（
指
揮
　
岩
渕
秀
俊
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

「
北
の
空
か
ら
」

指
揮
　
岩
渕
秀
俊
　
ピ
ア
ノ
　
小
原
孝

（
二
）
混
声
合
唱
曲

「
津
和
野
」
楽
譜
出
版
記
念
演
奏
会

２
０
０
８

●
７

・
２
５
　
奏
楽
堂

天
来
の
妙
音

「
チ

ェ
レ
ス
タ
と
声
明
そ
し
て
合
唱
」

（
三
）
東
京
演
奏
会
２
０
０
９

３
月
１
５
日
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

男
声
合
唱

「
詩
篇
２
３
」

（
指
揮
　
“石
渕
秀
俊
）

混
声
合
唱
組
曲

「
筑
後
川
」

（指
揮
　
岩
渕
秀
俊
）

男
声
合
唱

「
智
恵
子
抄
巻
末
の
う
た
六
首
」

「
或
る
夜

の
こ
こ
ろ
」

（指
揮
　
樋
本
英

一
客
演
）

小
原
孝

の
ピ
ア
ノ
と
合
唱
で

つ
づ
る

「
こ
こ
ろ
の
旅
」

指
揮
　
山石
渕
秀
俊
　
ピ
ア
ノ
　
小
原
孝

（
四
）
過
ぎ
ゆ
く
夏
の

コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
９

●
８

ｏ
２
８
　
グ

ロ
ー
リ
ア
チ

ャ
ペ
ル

混
声
合
唱
組
曲

「
空
」
ほ
か

（
五
）
安
野
光
雅
展

・
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
９

ｏ
８

ｏ
２
９
　
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

混
声
合
唱
組
曲

「
空
」
ほ
か

（
六
）
東
京
演
奏
会
２
０
１
０

（予
定
）

３
月
１
３
日
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

男
声
合
唱

「
Ｄ
ｉ

ｅ
　
Ｎ

ａ
ｃ
ｈ
ｔ
」

「
お
ら
し

ょ
」

混
声
合
唱

「
方
舟
」

小
原
孝

の
ピ
ア
ノ
と
合
唱

「
花
ご

こ
ろ
　
人
ご

こ
ろ
」



二
、
ト
ン
ペ
イ
メ
モ
リ
ア
ル
ズ
の
活
動

昭
和
５
０
年
代
卒
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
東
京
男
声
合
唱
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
あ
わ
せ
て
毎
年
結
成
を
く
り
か
え
し
て

い
ま
す
。

（
一
）
ト
ン
ペ
イ
メ
モ
リ
ア
ル
ズ
８

（
２
６
人
編
成
）

２

０

０

８

ｏ

ｌ

ｌ

●

２

３

「
雨
中
小
景
」

（多
田
武
彦
）
ほ
か

指
揮
　
須
田
信
男

（
５
２
）

人
気
投
票
で
１
位
に
な
り
、
２
０
０
６
年
に
次
い
で

翌
年
の
招
待
演
奏
団
体
に
な
り
ま
し
た
。

（
二
）
ト
ン
ペ
イ
メ
モ
リ
ア
ル
ズ
９

（
３
５
人
編
成
）

２
０
０
９

●
１
１

●
２
３

（招
待
演
奏
）

北
欧
合
唱
曲
３
曲
　
指
揮
　
嵯
峨
秀
夫

（
５
７
）

組
曲

「
雨
」
　
　
　
指
揮
　
加
藤
旨
彦

（
５
４
）

終
曲

・
雨
の
小
山
昌
人
さ
ん

（
５
３
）
の
ソ
ロ
は
聴

く
人
の
胸
に
し
み
る
演
奏
で
し
た
。

三
、
泰
平
コ
ラ
リ
ア
ー
ズ
の
活
動

佐
藤
泰
平
さ
ん

（
３
４
）
の
演
奏
会
に
坂
水
久
之
さ
ん

（
３
７
）
の
よ
び
か
け
で
結
集
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

（
一
）

『
歌
唄
い
』
川
口
京
子
と
鈴
木
雪
夫

・
男
声
合
唱

２
０
０
８

●
９

ｏ
２
１
　
近
江
楽
堂

佐
藤
泰
平
さ
ん
は
長
く
宮
澤
賢
治
を
研
究
し
て
お
り
、

そ
の
命
日
に
演
奏
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
そ
の

継
続
で
す
。
宮
澤
賢
治
の
童
話
を
音
楽
劇
に
し
た
も
の

を
佐
藤
泰
平
さ
ん
の
り
―
ド
オ
ル
ガ
ン
で
演
奏
し
ま
し

た
。
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
で

「
月
光
と
ピ
エ
ロ
」
を
演
奏
し

ま

し

た

。

（
二
）
瞬
き
の
詩
人

『
水
野
源
三
讃
美
歌
集
』
演
奏
会

２
０
０
９

●
２

●
６
　
ル
ー
テ
ル
市
ヶ
谷
セ
ン
タ
ー

目
の
瞬
き
で
文
字
を
指
示
し
作
詩
し
た
水
野
源
三
氏
の

作
品
を
独
唱
、
語
り
、
合
唱
に
構
成
し
た
も
の
で
す
。

四
、
ク

ヮ
ル
テ

ッ
ト
の
活
躍

２

）

フ
ラ

ッ
ピ
ン
グ

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

一
関
演
奏
会
　
２
０
０
８

●
９

●
２
７

（
Ｔ
ｌ
村
上
敏
明
、
Ｔ
２
白
田
正
善
、
Ｂ
ｌ
大
島
修
三

Ｂ
２
景
山
鎮

一
）

前
年
の
東
京
演
奏
会
か
ら
、
バ

ス
の
景
山
さ
ん
の
地
元
の

一
関
に
足
を
延
ば
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
か
ら
Ｏ
Ｂ
引
地
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
が
応
援
に
駆
付
け

会
場
の

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
が
満
員
と
な
る
３
０
０
名
の

大
入
り
に
な
り
ま
し
た
。

（
二
）

ス
ウ
ィ
ン
ギ

ン
グ

・
エ
コ
ー
ズ

２
０
０
８

●
１
０

ｅ
ｌ
５
　
大
田
区
民
プ
ラ
ザ

（
Ｔ
ｌ
内
田
公
生
、
Ｔ
２
長
田
邦
明
、
Ｂ
ｌ
白
田
正
樹

Ｂ
２
杉
田
賢

一
）

フ
ラ

ッ
ピ

ン
グ

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
、
舎

弟
分
が
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
白
田
さ
ん
の
帰
国
滞

在
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
ぬ

っ
て
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
で
小
暮
義
雄
さ
ん
、　
一
ス
テ
ー
ジ
を

フ
ラ

ッ
ピ
ン

グ

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
応
援
し
ま
し
た
。

（
三
）
合
同
暑
気
払
い
歌
会

２
０
０
９

●
８

ｏ
８
　
オ
ー
プ
ン
カ

フ
エ
ｏ
の
ほ
ほ
ん

フ
ラ

ッ
ピ

ン
グ
／

エ
コ
ー
ズ
の
合
同
で
気
軽
な
ス
タ
イ
ル

で

「
歌
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

五
、
東
京
男
声
合
唱
団
創
立
６
０
周
年
演
奏
会

東
京
男
声
合
唱
団
は
清
水
脩
が
初
代
指
揮
者

で

「
月
光
と

ピ

エ
ロ
」
の
初
演
団
体

で
す
。　
一
時
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
伊
藤
愛
二
さ
ん

（
２
６
）
の
応
援
要
請
に
坂
水

久
之
さ
ん

（
３
７
）
が
応
じ
、
練
習
指
導
に
参
じ
、
東
北

Ｏ
Ｂ
を
呼
び
、
２
０
名
台
に
回
復
し
ま
し
た
。
２
０
０
９

１
ｌ

ｏ
６
記
念
演
奏
会
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

「
月
光
と
ピ

エ
ロ
」
が
力
強
く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
か
ら
の
寄
稿

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
企
画
演
奏
会
の

『
ピ

エ
ロ
』
の

取
組

に
つ
い
て
指
揮
の
戸
田
靖
男

（
３
０
）
さ
ん
に
、

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
０
余
年
ぶ
り
の
ピ

エ
ロ
　
一戸
田
靖
男

（
３
０
）

「
・
・
・
ピ

エ
ロ
ピ

エ
レ

ッ
ト
　
ピ

エ
ロ
」
２
０
０
９
年

１
０
月
１
０
日
、
東
京
か
ら
も
多
く
の
方

々
の
ご
参
加
を
い

た
だ
い
た
現
役

・
Ｏ
Ｂ
合
同
に
よ
る
東
北
大
学
男
声
合
唱
団

の
重
厚

で
力
強

い
歌
声
が
萩
ホ
ー
ル

に
響
き
わ
た
り
、
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
卒
業
以
来
、
混
声
合
唱
と
の
か
か
わ

り
が
殆
ど

で
、
男
声
合
唱
に
接
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か

っ

た
私
に
と

っ
て
は
、
５
０
余
年
ぶ
り
の

「
月
光
と
ピ

エ
ロ
」

で
あ

っ
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
男
声

ス
テ
ー
ジ
の
棒
を
振

っ
て
ほ

し
い
と
清
水
廣
行
氏
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
曲
目
に

つ
い
て
は

「
『
月
光
と
ピ

エ
ロ
』
は
い
か
が
で
す
か
」
と
の
お
話
し
に

こ
の
組
曲
を
仙
台
で
初
め
て
演
奏
し
た
現
役
の
頃

の
自
分
を

思
い
出
し
喜
ん
で
お
引
受
け
し
た
次
第
で
あ
る
。

私
が
こ
の
組
曲
を
演
奏
し
た
の
は
１
９
５
３

（
昭
和
２
８

年
）
１
２
月
１
２
日
、
東
北
大
学
音
楽
部
第
４
１
回
定
期
演

奏
会
で
あ
り
、
当
時
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
れ
ば

「
月
夜
」

「
秋
の
ピ

エ
ロ
」

「
月
光
と
ピ

エ
ロ
と
ピ

エ
レ

ッ
ト
の
唐
草

模
様
」
の
３
曲
だ
け
の
演
奏
だ

っ
た
。
こ
の
年
は
１
１
月
２

３
日
に
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
が
仙
台

で
開
催
さ
れ
、
東

北
大
学
男
声
も
出
場
し
た
。

（課
題
曲

「
海
」
、
自
由
曲

Ｈ

ｅ
ｇ
ａ
ｒ
の

「
夕

べ
」
、
結
果
４
位
）

ま
た
、
定
演
で

は
プ
ラ
ー
ム
ス
の

「
ア
ル
ト
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」
が
予
定
さ
れ
て

お
り
今
考
え
れ
ば
そ
れ
ら
の
練
習
に
追
わ
れ
て

「
ピ

エ
ロ
」

の
全
曲
ま

で
は
手
が
ま
わ
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
時
、
我

々
の
使
用
し
た
譜
面
は
津
田
博
氏



（
昭
和
３
２
年
卒
Ｔ
ｌ
）
に
よ
る
立
派
な
ガ
リ
版
刷
り

の
も

の
で
、
そ
れ
に
は
２
４
ｔ
ｈ

ｅ
Ｎ

ｏ
ｖ
ｌ
９
５
３

の
日
付
が
あ
る
。

こ
の
１
１
月
２
４
日
は
、
前
述
の

コ

ン
ク
ー
ル
の
翌
日
で
あ
り
、
そ
の
日
か
ら
練
習
を
始
め

た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
部
分
的
に
練
習
を

し
て
い
た
の
を
全
曲
ま
と
め
た
譜
面
を
作

っ
た
の
か
に

つ
い
て
、
記
憶
は
定
か
で
な
い
。

（
過
日
、
津
田
氏
に

も
問
い
合
わ
せ
て
み
た
が
彼
も
記
憶
し

て
い
な
い
と
の

こ
と
）

私
の
手
許

に
、
古
く
な

っ
て
黄
ば
ん
で
し
ま

っ
て
い

る
小
さ
な

「
月
光
と
ピ

エ
ロ
と
ピ

エ
レ

ッ
ト
の
唐
草
模

様
」
の
譜
面
が
あ
る
。
　
翌
日
楽
之
友
」
八
月
号
付
録
と

書
か
れ
て
お
り
、

「
月
夜
」
か
ら

「
ピ

エ
ロ
の
嘆
き
」

は
七
月
号
付
録
に
掲
載
と
も
書
か
れ
て
あ
る
。

（
残
念

な
が
ら
こ
れ
ら
の
譜
面
は
今
手
許
に
な
い
。
）

こ
れ
に

つ
い
て
先
般
音
楽
之
友
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、

昭
和
２
６
年

の
七
、
八
月
号
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

「
月
光
と
ピ

エ
ロ
」
が
印
刷
さ
れ
た
最
初
の
も

の
で
あ

る
こ
と
も
わ
か

っ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
東
京
男
声

合
唱
団
に
よ
り
全
曲
が
初
演
さ
れ
て
間
も
な
く
の
こ
と

で
あ
り
、
昭
和
２
８
年
に
は
ま
だ
他
に
は
出
版
さ
れ

て

い
な
い
筈
で
あ
る
と
の
音
楽
之
友
社
の
話
か
ら
我
々
の

楽
譜
は
こ
の
譜
面
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
４
１
回
定
演

で
は
三
曲
だ
け
の
演
奏
に
終
わ

っ
た

が
、
翌
１
９
５
４

（
昭
和
２
９
）
年
７
月
９
日
、
東
北

大
学
中
央
講
堂

（
片
平
）

で
開
催
さ
れ
た
東
北
大
学
男

声
合
唱
団
発
表
会

に
お
い
て
全
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。
今

と
な

っ
て
み
れ
ば
、
当
時
は
あ
ま
り
深
く
考
え
る
こ
と

も
な
く
、
た
だ
若
さ
を
前
面
に
た
て
た
演
奏
だ

っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
学
生
時
代

の
良
さ
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

と
も
あ
れ
私
に
と

っ
て
５
０
余
年
ぶ
り
の

「
ピ

エ
ロ
」

初
演
時
の
メ
ン
バ
ー
も
交
え
た
当
夜
の
演
奏
は
、
長
年
歌

い
継
が
れ
た
東
北
大
男
声

の
伝
統
と
実
力
が
表
れ
、
熱
気

に
満
ち
た
も
の
だ

っ
た
し
、　
一
人
ひ
と
り
の

「
ピ

エ
ロ
」

が
集
ま

っ
て
ま
た

一
つ
の

「
ピ

エ
ロ
」
が
生
ま
れ
た
こ
と

を
幸
せ
に
思
う
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、
東
京
支
部
か
ら
は
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
他

に
も
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
御
厚
情
に
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

９

ｏ
ｌ
ｌ
メ
モ
リ
ア
ル

「
風
の
環
」

コ
ン
サ
ー
ト

白
田
正
樹

（
４
８
）

（
同
会
音
楽
監
督
）

毎
年
９
月
１
１
日
は
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
と

っ
て

『
重
い
日
』
だ
。
歴
史

に

『
た
ら
』
が
な
い
よ
う
に
、
人

の

一
生
に

『
も
し
も
あ
の
時
、　
・
。
だ

っ
た
ら
』
と
振
返

っ
て
も
無
意
味
だ
と
言
わ
れ
る
。
で
も

『
あ
の
日
』
を
経

験
し
た
多
く
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
は
、

『
た
ら
』
を
想
定

す
る
こ
と

で
今
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
に

違
い
な
い
。
私
自
身
が
そ
う
だ
。
昔
、
２
年
余
り
Ｔ
Ｗ
Ｔ

Ｃ
の
８
４
階

で
勤
務
し
て
い
た
。
丁
度
最
初
の

一
機
が
突

っ
込
ん
だ
あ
た
り
だ
。
今

で
も
ぞ

っ
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
恐
怖
は
現
実
か
ら
逃
避
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ

う
だ
。
事
件
か
ら
５
年
間
私
は
グ
ラ
ン
ド
ゼ

ロ
だ
け
で
な

く

マ
ン
ハ
ツ
タ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
す
ら
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
人
間
は
あ
ま
り
に
重
い
体

験
を
す
る
と
そ
れ
を
簡
単

に
は
日
に
出
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
生
き
物
ら
し
い
。
事
件
に
関
わ
る
体
験
を
他
人
と

語
り
合
え
る
の
に
数
年

の
歳
月
を
要
し
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
、
も

っ
と
重
い

『
た
ら
』
を
抱
き
な
が
ら
生
き
て

い
る
人
の
存
在
に
気
づ
い
た
。
ご
遺
族

で
あ
る
。

『
も
し
息
子
を
Ｎ
Ｙ
に
行
か
せ
て
い
な
か

っ
た
ら
』

『
早
朝

会
議
が
な
か

っ
た
ら
』
と
い
う
様
々
な

『
た
ら
』
を
考
え
て

は
何
度
も
懸
愧
の
念

に
苦
し
ん
で
来
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画

そ
ん
な
ご
遺
族
の

一
人
と
の
出
会

い
が

コ
ン
サ
ー
ト
の
企

画
の
契
機
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
住
山

一
貞
さ
ん
と
い
う
。

当
時
、
富
士
銀
行
Ｎ
Ｙ
法
人

に
勤
め

て
い
た
息
子
さ
ん
を
事

件

で
な
く
さ
れ
た
。
東
北
大
学
の
Ｏ
Ｂ
、
合
唱
活
動
を
し
て

い
る
と
い
う
接
点
か
ら
、
仙
台
の
話
題
な
ど
を
介
し
て
、
親

近
感
を
深
め
た
。
氏
は

「
日
本
で
は
こ
の
事
件
は
始
め
か
ら

『
他
人
事
』
だ
。
９

ｏ
ｌ
ｌ
は
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
年
々
、
Ｎ
Ｙ
で
の
式
典

に
日
本
か
ら

い
ら

っ
し

ゃ
る
ご
遺
族
も
減

っ
て
し
ま

っ
た
。
」
と
嘆
か
れ

た
。
７
０
歳
に
な
る
と
い
う
顔
の
し
わ
の
刻
み
と
震
え
る
よ

う
に
話
す
声
の
弱
々
し
さ
に

『
苦
悩
』
の
深
さ
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
時
、
私
た
ち
も
決
し
て
あ
の
事
件
を

忘
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思

っ
た
。
そ
れ
は
、
音
楽
を
と
お
し
て
で
き
な
い
か
と

コ
ン

サ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
れ
、
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
す
る
プ

ロ
の
音

楽
家
に
呼
び
掛
け
賛
同
を
得

て
、
２
０
０
８
年

「
風
の
環
」

コ
ン
サ
ー
ト
は
具
体
化
し
て
い

っ
た
。
皆
さ
ん
、
ギ
ャ
ラ
な

し
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
だ
。

２
０
０
９
年
の
コ
ン
サ
ー
ト

２
回
目
に
な
る
今
年
は
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ノ
、
レ
ゲ

エ
、

ハ
ー
ド

ロ
ツ
ク
、
ゴ

ス
ペ
ル
な
ど

多
種
多
様
な
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
年
の
目
玉

は
、
住
山
さ
ん
の
作
曲
し
た

「
レ
ク
ィ
エ
ム
」
を
奥
さ
ま
の

マ
リ
さ
ん
が
演
奏
し
た
こ
と
だ

っ
た
。
こ
れ
に
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
は
過
剰
と
い
え
る
ほ
ど
の
反
応
を
示
し
た
。
会
場
の
中

央
の
通
路
は
メ
デ
ィ
ア
の
カ
メ
ラ
で
ほ
ぼ
埋
ま

っ
て
し
ま

っ

た
ほ
ど
だ

っ
た
。

「
天
ま
で
届
け
、
母
の
祈
り
」
と
題
し
て



新
聞
記
事
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
報
道

で
、　
一
人
で
も

多
く
の
日
本
人
に
９

●
１
１
の
こ
と
を
記
憶
に
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
も

の
だ
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
特
徴

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
る
曲
は
、
演
奏
家
自

身
が
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
多

い
。
日
本
か
ら
参
加

し
た
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
福
井
恵
利
子
さ
ん
は
、
作
曲
家

プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
斉
藤
恒
義
氏

と
共
に
参
加
し
て
く
れ
た
。
斉
藤
氏
が
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
た
め
に
作
曲
し
た
２
由
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
後
藤
小
百
合
さ
ん
、

ロ
ッ
ク
歌

手
の
ピ
ー
タ
ー

・
バ

ロ
ン
氏
も
９

ｏ
ｌ
ｌ
テ

ロ
事
件

で

体
験
し
た
自
分
の
思
い
を
曲
に
し
た
も
の
を
演
奏
し

て

く
れ
た
。
そ
し
て
ご
遺
族

で
あ
る
住
山
さ
ん
自
作
の
レ

ク
ィ
エ
ム
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
演
奏

会
に
な

っ
た
の
だ
。

最
後
の
締
め
は
合
唱

プ

ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
出
て
く
れ
て
、

演
奏
は
う
ま
く
、
し

ゃ
べ
り
も
楽
し
い
。
贅
沢
な
プ

ロ

グ
ラ
ム
だ
が
、
私
は

一
つ
こ
だ
わ

っ
て
い
る
の
は
最
終

ス
テ
ー
ジ
を
合
唱

で
締
め
る
と
い
う
こ
と
。
去
年
は
私

が
率

い
て
い
た
Ｎ
Ｙ
男
声
合
唱
団
が
ト
リ
で
歌

っ
た
。

今
年
は
、

ハ
ー
レ
ム
の
日
本
人
合
唱
団
に
最
後
を
託
し

た
。

『
魂
の
叫
び
』
で
人

の
心
を
揺
さ
ぶ
る
力

で
は
合

唱
に
勝
る
も

の
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

２
０
０
９
年

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
希
望

の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

音
楽
は
心

の
小
道
　
　
佐
藤
保
生

（
４
６
）

医
師
に
な

っ
て
３
０
数
年
、
曲
折
を
経
て
在
宅
医
療

に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
岩
手
県
で
在
宅
医
療
を
行

っ
た

後
、
４
年
前
に
故
郷
に
戻

っ
て
、
石
巻
市
立
病
院
に
在
宅

療
養
科
を
創
り
ま
し
た
。
基
盤
づ
く
り
が
終
り
、
こ
の
春

開
業

の
予
定

で
す
。

１
０
年
程
前
釜
石
市
民
病
院

で
在
宅
医
療
を
行

っ
て
い

た
時
、
認
知
症
や
高
齢
の
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
困
り
ま
し
た
。
苦
肉
の
策
と
し
て
で
て

き
た
の
が
歌

で
し
た
。
自
分
の
歌
を
披
露
し
た
り
、
患
者

さ
ん
や
家
族
と

一
緒
に
歌

っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
医
師
が

患
者
さ
ん
の
お
宅

で
歌
を
歌
う
の
は
奇
異
な
感
じ
が
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
歌
が
び

っ
く
り
す
る
く
ら
い

の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

８
０
代
の
癌
の
終
末
期

の
お
ば
あ
さ
ん
の
話
し
で
す
。

そ
の
患
者
さ
ん
の
家
で

「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
を
歌
い

ま
し
た
。
休
み
の
日
で
し
た
の
で
娘
さ
ん
た
ち
が
３
人
ほ

ど
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
３

番
の
歌
詞
は
以
下

の
よ
う
で
す
。

「
い

つ
か
来
た
丘
　
か

あ
さ
ん
と
い

っ
し

ょ
に
眺
め
た
あ
の
島
よ
。
今
日
も
ひ
と

り
で
見
て
い
る
と
　
や
さ
し
い
母
さ
ん
思
わ
れ
る
」

母
を
看
取
ら
ん
と
し
て
い
る
娘
さ
ん
た
ち
に
は
共
感
を
覚

え
る
内
容

で
し
た
。
皆
さ
ん
涙
ぐ
ん
で
、
私
も
涙
声

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

石
巻
に
戻

っ
て
か
ら
は
あ
ま
り
歌

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

診
療
の
場
で
歌
う
こ
と
は
そ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
気
恥
ず
か
し
さ
に
打
ち
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

「
春

の
唄
」
を
歌

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
た
ま
た
ま
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歌
番
組
で

「
ラ
ラ
ラ
、

赤
い
花
東
車

に
つ
ん
で

・
・
」
と
歌
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

患
者
さ
ん
が

「
先
生
の
歌
だ
」
と
と
て
も
喜
ん
で
い
た
と

線
香
上
げ
に
伺

っ
た
と
き
に
聞
き
ま
し
た
。

３
年
前
か
ら
老
化
対
策
と
し
て
ビ
ア
ノ
を
練
習
し

て
い

編
集
後
記
　
編
集
時
間

に
限
り
が
あ
り
、
Ａ
４
の
４
面
版
と
し

ま
し
た
。

（　
）
内
は
卒
団
年
次
で
す
。
寄
稿
い
た
だ
い
た
原

稿
は
内
容
豊
か
な
も
の
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
編
集
担
当
　
小
松
正
佳

（
４
６
）

ま
す
。
記
憶
力
の
衰
え
を
何
と
か
し
た
い
と
暗
譜
を
テ
ー

マ

に
し
て
い
ま
す
。
か
ろ
う
じ
て
１
５
曲
ほ
ど
暗
譜
し
ま
し
た

暗
譜
す
る
と
患
者
さ
ん
の
お
宅
で
弾
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
の
暗
譜
が
で
き
た
ら
唱
歌
な
ど

一
緒
に

歌
え
る
曲
を
暗
譜
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

巻
紙
の
よ
う
に
た
た
め
る
ピ
ア
ノ
が
で
て
い
る
そ
う
で
す
。

在
宅
医
療
に
使
え
る
の
か
興
味
深
い
で
す
。

歌
や
ピ
ア
ノ
を
と
お
し
て
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
、
親
し
く
な
れ
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
と
思

っ
て
音
楽
に
打

ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
の
長
い
課
題
が
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。

音
楽
と
医
療
の
融
合
を
期
待
し
ま
す
。

七
、
訃
報

洪
不
二
夫
さ
ん

（
２
９
、
Ｂ
ｌ
）

経
済
学
部
会
報
に
て
確
認
。
２
０
０
８
年
逝
去

松
永
昌
さ
ん

（
３
１
、
指
揮
者
）

２
０
０
８
年
４
月
９
日
逝
去

福
地
順
之
さ
ん

（
４
３
、
Ｂ
２
）

２
０
０
８
年
８
月
４
日
逝
去
、
癌
性
腹
膜
炎

坂
内
司
さ
ん

（
ｈ
ｌ
６
）

２
０
０
９
年
１
月
１
６
日
、
心
不
全

坂
下
修
さ
ん

（
５
８
、
Ｂ
ｌ
）

２
０
０
９
年
６
月
２
６
日
、
ク
モ
膜
下
出
血

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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